
　

飛
島
は
、
酒
田
に
住
ん
で
い
な
が
ら
な

か
な
か
行
く
機
会
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

魚
釣
り
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
が
好
き

な
人
は
よ
く
行
く
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
様
な
趣
味
の
な
い
私
は
、
五
十
年
ほ

ど
前
、
山
形
の
仕
事
仲
間
と
遊
び
に
行
っ

て
以
来
で
す
。

　

天
気
が
心
配
で
し
た
が
、
前
日
の
悪
天

候
が
噓
の
よ
う
に
回
復
し
、
六
月
十
日
は

天
気
も
良
く
無
事
出
港
し
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
さ
ん
が
案
内
す

る
グ
ル
ー
プ
や
釣
り
客
が
多
く
、
観
光
客

が
大
分
戻
っ
て
来
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

　

飛
島
は
、
本
市
、
本
県
に
と
っ
て
貴
重

な
と
こ
ろ
で
す
。
ゆ
え
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
で
振
興
策
を
打
ち
出
し
、
ま
た
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
若
手
も
い
ろ
い
ろ
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
が
、
人
口
減
少
と
超
高

齢
化
に
は
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

　

今
回
コ
ロ
ナ
の
五
類
移
行
を
受
け
、
会

報
委
員
会
は
飛
島
を
訪
問
し
、
シ
ル
バ
ー

独
自
の
目
線
で
現
状
と
課
題
を
探
り
、
シ

ル
バ
ー
と
し
て
支
援
策
が
な
い
か
検
討
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
今
号
で

特
集
を
組
み
ま
し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
飛
島
を

訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

特
集 

す
ば
ら
し
き
飛
島

南
新
町　

小
山　
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会
員
皆
様
と
四

年
ぶ
り
に
対
面
方

式
で
、
か
つ
来
賓

の
皆
様
を
お
迎
え

し
て
、
定
時
総
会

が
出
来
る
こ
と
、

共
に
喜
び
た
い
と

存
じ
ま
す
。
併
せ
て
、
本
年
は
昭
和
五
十

八
年
の
設
立
以
来
四
十
周
年
を
迎
え
、
記

念
誌
も
刊
行
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
場
を

　

令
和
五
年
度
総
会
は
、
六
月
十
五
日
午

後
一
時
三
十
分
よ
り
、
ア
ト
ラ
ー
ム
酒
田

（
酒
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
総
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
症
類
型
２
類
か
ら
５
類
移
行
と
な
っ
た

こ
と
を
受
け
、
四

年
ぶ
り
に
ご
来
賓

を
お
招
き
し
て
の

開
催
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

村
上
暁
子
理
事

の
司
会
に
よ
り
、

髙橋修さん謝辞理
事
長　

土
井　

一
郎

理
事
長
ご
あ
い
さ
つ

令
和
五
年
度
定
時
総
会
報
告

令
和
五
年
度
定
時
総
会
報
告

お
借
り
し
、
ご
苦
労
さ
れ
た
先
人
と
お
支

え
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
対
面
方
式
で
報
告
出
来
な
か
っ

た
元
年
度
決
算
か
ら
今
年
報
告
す
る
四
年

度
決
算
の
契
約
高
増
は
、
約
八
千
九
百
万

円
増
と
な
り
、
初
め
て
五
億
円
の
大
台
を

突
破
し
ま
し
た
。
ひ
と
え
に
、
関
係
皆
様

の
ご
理
解
と
頑
張
り
に
よ
り
達
成
さ
れ
た

も
の
と
感
謝
い
た
し
ま
す
。
こ
の
大
台
突

破
の
意
味
す
る
こ
と
は
、
配
分
金
と
事
務

費
を
こ
つ
こ
つ
積
み
上
げ
た
も
の
の
集
大

成
で
あ
り
、
新
年
度
の
事
業
姿
勢
に
大
き

軽
部
副
理
事
長
の
開
会
宣
言
に
始
ま
り
、

土
井
一
郎
理
事
長
の
挨
拶
（
左
記
に
要
旨

掲
載
）
続
き
、
十
年
精
励
会
員
へ
の
表
彰

状
授
与
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

髙
橋
修
さ
ん
よ
り
謝
辞
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

公
私
と
も
に
ご
多
用
中
に
も
関
わ
ら
ず
、

ご
来
臨
賜
り
ま
し

た
ご
来
賓
は
、
酒

田
市
長　

丸
山
至

様
、
山
形
県
議
会

議
員　

梶
原
宗
明

様
、同
阿
部
ひ
と
み

様
、
同
江
口
暢
子

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
も
の
と
推
察
い

た
し
ま
す
。

　

ほ
か
に
、
酒
田
市
等
の
要
望
や
後
押
し

を
受
け
、
全
国
初
の
試
み
と
し
て
「
日
中

一
時
支
援
事
業
所　

き
ら
っ
と
」
を
開
設

で
き
た
こ
と
は
、
新
し
い
分
野
に
踏
み
込

ん
だ
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
と
て
も
大

き
な
意
義
が
あ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
シ
ン
プ
ル

に
会
員
数
の
維
持
な
い
し
増
加
努
力
が
必

要
と
感
じ
ま
す
。
こ
こ
十
年
間
で
は
七
〇

〇
～
八
〇
〇
人
台
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
。

組
織
発
展
の
た
め
に
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

様
、
酒
田
市

議
会
議
長　

髙
橋
千
代
夫

様
、
酒
田
公

共
職
業
安
定

所
長　

竹
田

紀
晃
様
、
社

会
福
祉
法
人

酒
田
市
社
会

福
祉
協
議
会

長
阿
部
直
善
様
で
す
。
席
上
ご
来
賓
皆
様

に
は
、
ご
過
分
な
ご
祝
辞
や
ご
祝
意
を
頂

戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
議
長
に
伊
藤
宏
子
さ
ん
が
選

ば
れ
、
出
席
会
員
七
五
一
名
（
本
人
出
席

四
六
名
、
委
任
状
出
席
七
〇
五
名
）
で
総

ン
タ
ー
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
自
主
・
自

立
」「
共
働
・
共
助
」
の
精
神
を
生
か
し

幸
せ
に
な
っ
て
も
ら
う
と
共
に
、
契
約
高

と
相
関
関
係
の
あ
る
会
員
（
仲
間
）
を
一

人
で
も
多
く
増
や
す
こ
と
が
と
て
も
大
事

で
す
。

　

十
月
よ
り
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
り

ま
す
。
会
員
は
納
税
す
る
必
要
が
な
く
、

セ
ン
タ
ー
が
消
費
税
を
納
め
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
依
頼
主
に
は
割
高
と
な
る
こ
と

丁
寧
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

結
び
に
、
関
係
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、

私
か
ら
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
は
成
立
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
報
告
事
項
で
は
、
①
令
和
四
年

度
事
業
報
告
に
つ
い
て
②
令
和
五
年
度
事

業
計
画
に
つ
い
て
③
令
和
五
年
度
収
支
予

算
に
つ
い
て
、
髙
橋
事
務
局
長
よ
り
報
告

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
事
項
は
、
①
第
一
号
議
案　

令
和

四
年
度
決
算
書
類
の
承
認
に
つ
い
て
、
事

務
局
長
説
明
の
後
、
小
林
監
事
が
監
査
報

告
し
、
満
場
一
致
で
承
認
可
決
さ
れ
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

来賓の皆様
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退
職
し
た
会
社
の
先
輩
に
「
仕
事
を
探

す
な
ら
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員

に
な
れ
ば
い
ろ
ん
な
仕
事
を
紹
介
し
て
く

れ
る
よ
」
と
話
が
あ
り
、
早
速
説
明
会
に

参
加
し
会
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

有
難
い
こ
と
に
介
護
施
設
の
職
が
あ
り
、

張
り
切
っ
て
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
自
己
管
理
の
不
足
に
よ
り
踵
を
折

る
怪
我
の
た
め
、
入
院
、
リ
ハ
ビ
リ
に
一

か
月
ほ
ど
か
か
り
ま
し
た
。

　

退
院
の
報
告
後
も
心
配
し
て
下
さ
り
、

次
々
と
職
場
紹
介
と
職
場
体
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
本
当
に
有
難
い
組
織
だ
と
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

十
年
を
区
切
り
に
自
分
に
合
っ
た
仕
事

で
、
仲
間
と
助
け
合
い
信
頼
し
、
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

十
年
た
て
ば
、
六
十
代
で
入
会
し
て
七

十
代
に
な
る
わ
け
で
、
仕
事
も
少
し
は
増

え
て
来
て
、
で
も
今
度
は
体
が
い
う
こ
と

を
き
か
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
も
、
次
々
と
仕
事
が
あ
る
こ
と
は
幸

せ
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
色
々
な

仕
事
を
や
っ
て
き
て
、
一
つ
言
え
る
こ
と

は
、
例
え
ば
個
人
の
家
の
手
取
り
除
草
は
、

い
つ
も
〝
早
く
き
れ
い
に
〟
と
思
っ
て
や

っ
て
い
ま
す
が
、
お
客
さ
ん
が
ま
た
別
の

お
客
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
れ
た
と
き
は
、

と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
刈
屋
梨
の
剪
定
の
と
き
は
、
何

も
知
ら
な
い
私
に
、
一
か
ら
教
え
て
く
れ

た
依
頼
主
さ
ん
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。
日
々
修
行
で
す
。

十
年
一
区
切
り

十
年
通
過

寄 

稿

会
員
表
彰
を
受
賞
し
て

十
里
塚髙

橋　
　

修

亀
ケ
崎齋藤　

紀
明

■令和4年度　第6回理事会（令和5年3月17日開催）
協議事項
第19号議案　令和５年度　事業計画（案）について
　原案どおり可決承認されました
第20号議案　令和５年度　収支予算（案）について
　原案どおり可決承認されました
第21号議案　事務費規程の一部改正について
　原案どおり可決承認されました
（令和５年10月より10％から12％）
第22号議案　役員賠償責任保険の加入について
　原案どおり可決承認されました
第23号議案　定時総会の開催日程及び協議事項について
　原案どおり可決承認されました
報告事項
・新入会員について
　新入会員13名の報告がされました
・令和４年４月～令和５年２月の事業実績と事業進捗状
況について
令和４年４月～令和５年２月の事業実績と事業進捗状
況が報告されました

・日中一時支援事業について
・定款第22条に基づく、理事長・副理事長の職務執行状
況の報告について

・事務局の体制について・事故報告について
・各委員会の報告について・その他

■令和5年度　第1回理事会（令和5年5月19日開催）
協議事項
第１号議案　賛助会員の承認について
　原案どおり可決承認されました
第２号議案　令和４年度　事業報告の承認について
　原案どおり可決承認されました
第３号議案　令和４年度収支決算（損益ベース）及び関

係財務諸表の承認について－収支決算書及
び関係財務諸表の監査報告－

　原案どおり可決承認されました
第４号議案　令和５年度定時総会の招集等に関する事項

について
　原案どおり可決承認されました
第５号議案　令和５年度定時総会における会員表彰等に

ついて
　原案どおり可決承認されました
第６号議案　職員就業規則の一部改正について
　原案どおり可決承認されました
報告事項
・新入会員について
　新入会員53名の報告がされました
・令和４年４月～令和５年３月及び令和５年４月の事業
実績と事業進捗状況について
令和４年４月～令和５年３月及び令和５年４月の事業
実績と事業進捗状況が報告されました
・日中一時支援事業について・事故報告について
・各委員会の報告について・その他

理 事 会 報 告
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平成５年制作の観光マップ

　

飛
島
の
歴
史
は
縄
文
時
代
に
遡
り
、
遺

跡
か
ら
は
、
石
器
や
土
器
が
発
掘
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
後
平
安
時
代
か
ら
は
継
続

し
て
人
が
住
む
様
に
な
り
、
紀
元
千
年
頃

以
降
の
大
瓶
や
古
鏡
な
ど
も
発
掘
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

大
変
興
味
深
い
の
は
、
壇
之
浦
の
戦
い

に
敗
れ
た
平
家
の
落
武
者
た
ち
が
、
山
陰

伯
耆
（
鳥
取
）
を
経
由
し
て
漂
着
し
、
地

名
を
法
木
と
変
え
て
漁
師
と
な
っ
た
と
い

う
言
い
伝
え
で
、
彼
ら
が
途
中
で
最
期
を

と
げ
た
武
者
た
ち
と
自
分
達
の
甲
冑
類
を

埋
め
た
と
さ
れ
る
塚
も
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

慶
長
五
年
、
最
上
義
光
に
占
領
さ
れ
た

後
、
元
和
八
年
（
一
六
二
二
）
か
ら
は
庄

内
藩
の
領
地
と
な
り
、
毎
年
三
月
か
ら
九

月
に
か
け
て
藩
か
ら
島
役
人
二
人
が
派
遣

さ
れ
、
勝
浦
湊
に
寄
港
す
る
北
前
船
か
ら

塩
口
銭
等
の
入
港
税
の
徴
収
と
、
島
民
か

ら
は
「
イ
カ
年
貢
」
を
取
り
立
て
た
り
、

勝
浦
・
浦
（
現
在
中
村
）・
法
木
の
三
ヶ

村
で
は
村
境
紛
争
や
漁
場
争
い
が
絶
え
ず
、

島
の
行
政
や
治
安
の
監
督
の
役
目
も
担
っ

て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
の
勝
浦
港
は
「
酒
田
湊
が

浅
く
な
り
大
船
の
出
入
り
が
困
難
な
時

や
、
西
風
を
避
け
る
為
の
代
替
港
」
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
沖
通
り
と
か
昆
布
の
道

　

先
日
訪
れ
た
飛
島
は
い
ろ
い
ろ
な
野
草

が
咲
き
乱
れ
、
ま
さ
に
「
ら
ん
ま
ん
」
で

し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説「
ら
ん
ま
ん
」

の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
牧
野
富
太
郎
博
士
が

飛
島
を
訪
れ
た
の
は
昭
和
六
年
。
当
時
は

小
型
の
渡
し
船
し
か
な
く
、
三
時
間
半
も

か
け
て
渡
島
。
今
は
一
時
間
一
五
分
で
到

着
し
ま
す
。

　

牧
野
博
士
は
そ
の
時
、
オ
オ
ダ
イ
コ
ン

ソ
ウ
な
ど
を
採
取
し
、
植
物
標
本
と
し
て

現
在
も
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

飛
島
を
代
表
す
る
花
、
ト
ビ
シ
マ
カ
ン

ゾ
ウ
は
島
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
咲
い
て
い

て
見
る
人
達
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

食
用
の
花
と
し
て
も
珍
重
さ
れ
て
い
て
、

旅
館
で
モ

ズ
ク
の
酢

の
物
に
付

け
合
わ
せ

と
し
て
出

て
き
ま
し

た
。
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
し
て
歯
ご
た
え
が
良

く
実
に
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

　

海
岸
に
行
っ
て
み
た
時
、
目
を
引
い
た

の
が
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
で
し
た
。

　

以
前
、
知
人
が

「
宮
野
浦
の
海
岸

で
ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ

を
採
っ
て
来
て
食

べ
た
」
と
、
話
し

て
い
ま
し
た
。
や

っ
と
本
物
を
見
て

感
激
！！

　

庄
内
で
は
春
に
、
よ
く
目
に
す
る
イ
タ

ド
リ
で
す
が
、
飛
島
の
こ
の
植
物
は
背
が

高
く
葉
が
と
て
も
大
き
く
て
驚
き
ま
し
た
。

オ
オ
イ
タ
ド
リ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
は
つ
ぼ
み
の
と
こ
ろ
を
採
っ
て
天

婦
羅
に
し
て
食
べ
て
い
ま
す
が
、
は
た
し

て
飛
島
の
イ
タ
ド
リ
の
天
婦
羅
は
ど
ん
な

大
き
さ
に
な
る
の
だ
ろ
う
？
と
、
想
像
し

て
み
ま
し
た
！？　
　
　
　
　
　
　
（
渡
邉
）

と
呼
ば
れ
る
江
戸
・
大
阪
・
四
国
・
九
州

と
、
北
海
道
松
前
を
結
ぶ
ル
ー
ト
の
最
北

の
寄
港
地
と
し
て
大
変
賑
わ
っ
て
い
た
事

が
、
多
い
時
は
十
三
軒
も
あ
っ
た
船
宿
の

宿
帳
か
ら
知
る
事
が
出
来
ま
す
。

　

寛
文
九
年
（
一
六
六
九
）
の
統
計
に
よ

れ
ば
当
時
の
飛
島
の
人
口
は
八
八
九
人
、

そ
し
て
現
在
は
一
七
四
人
だ
そ
う
で
す
。

　

参
考
文
献

　
　
「
飛
島
誌
」
長
井
政
太
郎
著

　
　
「
飛
島
と
北
前
船
」
杉
原
丈
夫
著

（
三
丁
目
）

飛
島
は
…
…

花
食
文
化
に
ふ
れ
る
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飛
島
本
島
西
方
沖
一
・
六
㎞
の
御
積
島

（
お
し
ゃ
く
じ
ま
）
は
、
オ
オ
ウ
シ
ノ
ケ

グ
サ
（
大
牛
の
毛
草
）
等
が
密
生
し
て
お

り
、
ウ
ミ
ネ
コ
の
主
な
繁
殖
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
他
、
勝
浦
港
東
南
部
の
館

岩
、
百
合
島
の
盲
島
、
西
ノ
島
に
も
営
巣

が
み
ら
れ
ま
す
。

　

ウ
ミ
ネ
コ
は
、
日
本
周
辺
の
み
に
見
ら

れ
る
カ
モ
メ
の

仲
間
で
、
青
森

県
蕪
島
、
宮
城

県
江
島
列
島
等

数
少
な
い
場
所

の
み
で
繁
殖
し

て
い
ま
す
。

　

飛
島
に
は
、

十
一
月
か
ら
二

月
に
か
け
て
飛

来
、
五
月
中
旬

か
ら
産
卵
が
始

ま
り
、
六
月
上

旬
に
ふ
化
が
み

ら
れ
ま
す
。
七

月
上
旬
に
は
ほ

と
ん
ど
の
幼
鳥

は
巣
立
ち
、
八

月
に
は
島
を
離

れ
ま
す
。

　

飛
島
へ
の
飛
来
数
は
、
か
つ
て
は
一
万

羽
余
り
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
戦
時
中
に

激
減
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
年

頃
は
五
千
羽
、
現
在
は
飛
島
本
島
で
も
繁

殖
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
万
五
千
羽
以
上

は
飛
来
す
る
よ
う
で
す
。

　

偏
西
風
に
煽
ら
れ
た
荒
波
が
岸
壁
を
打

つ
激
し
い
波
音
。
そ
れ
を
掻
き
消
す
ほ
ど

の
ウ
ミ
ネ
コ
た
ち
の
大
合
唱
。
こ
の
他
約

三
百
種
に
及
ぶ
野
鳥
の
宝
庫
。
渡
り
鳥
の

中
継
地
と
な
る
春
と
秋
の
渡
り
の
時
期
に

は
、
多
く
の
バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ
ャ
ー
が
訪

れ
ま
す
。
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
に

飛
島
が
ウ
ミ
ネ
コ
の
繁
殖
地
と
し
て
、
国

指
定
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

六
月
十
日
、
晴
天
に
恵
ま
れ
念
願
の
飛

島
に
到
着
。
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
、
ウ
ミ

ネ
コ
の
繁
殖
地
を
自
分
の
目
・
耳
で
体
験

し
て
感
動
し
ま
し
た
。　
　
　
　
（
小
林
）

●
ウ
ミ
ネ
コ
に
ま
つ
わ
る
お
話

①
ウ
ミ
ネ
コ
が
飛
島
に
来
る
時
期

　

昔
、
飛
島
の
イ
カ
釣
り
船
は
、
初
夏

に
北
海
道
方
面
へ
出
漁
（
出
稼
ぎ
）
し
、

十
一
月
下
旬
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
帰

っ
て
来
ま
し
た
。
こ
の
帰
り
の
イ
カ
釣

り
船
を
追
い
か
け
る
よ
う
に
、
ウ
ミ
ネ

コ
も
飛
島
に
渡
っ
て
来
る
の
が
年
末
の

光
景
で
し
た
。

②
ウ
ミ
ネ
コ
の
見
分
け
方

　

日
本
に
い
る
カ
モ
メ
の
仲
間
は
、
ウ

ミ
ネ
コ
の
ほ
か
、
セ
グ
ロ
カ
モ
メ
、
オ

オ
セ
グ
ロ
カ
モ
メ
な
ど
が
い
ま
す
が
、

簡
単
に
見
分
け
る
コ
ツ
は
、
黄
色
い
目

の
周
り
の
赤
い
リ
ン
グ
と
、
下
か
ら
見

上
げ
た
時
、
尾
羽
の
先
端
に
黒
い
帯
が

入
っ
て
い
る
の
が
ウ
ミ
ネ
コ
で
す
。

　
「
か
も
め
の
水
兵
さ
ん
」
の
モ
デ
ル

は
、
ウ
ミ
ネ
コ
で
す
。

③
ウ
ミ
ネ
コ
の
糞
が
黄
金
色
に

　

御
積
島
の
北
側
に
は
洞
窟
が
あ
り
、

そ
の
中
は
黄
金
色
に
輝
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
頂
上
に
繁
殖
し
て
い
る
ウ
ミ

ネ
コ
の
糞
が
、
雨
水
に
溶
解
し
て
岩
の

裂
け
目
を
流
れ
込
み
、
石
英
粗
面
岩
を

分
解
し
て
燐
酸
ア
ル
ミ
ナ
溶
液
と
な
り
、

滴
下
し
て
蒸
発
し
、
鱗
片
状
の
沈
殿
物

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

平成５年制作の観光マップ

飛
島
ウ
ミ
ネ
コ
繁
殖
地

　飛島海水浴場にある百合島。
緑色に見えるのはオオウシノケ
グサで、巣はおおよそ１ｍ間隔
となっています。ウミネコの雛
の天敵は猫。だから、営巣は陸
地から離れた島に。さらに雛の
羽は、岩と同じ茶色で保護色。

夏休みは、夏休みは、
お孫さんたちと、飛島でお孫さんたちと、飛島で
ビーチコーミング！(^^♪ビーチコーミング！(^^♪
　ビーチコーミングとは、櫛を　ビーチコーミングとは、櫛を
すくように浜辺でお宝を探す様すくように浜辺でお宝を探す様
を表した言葉です。を表した言葉です。
　飛島の西側の浜辺は、きれい　飛島の西側の浜辺は、きれい
な貝やシーグラスがいっぱい！な貝やシーグラスがいっぱい！
ぜひ、今年の夏休みはビーチコぜひ、今年の夏休みはビーチコ
ーミングしてみませんか？ーミングしてみませんか？

　　第106号 令和５年７月15日シ ル バ ー 酒 田⑸



安
全
就
業
委
員阿

部　

和
子

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
一
員
と
し
て
安

全
に
就
業
を
継
続
す
る
に
は
、
と
改
め
て
考
え

て
み
ま
し
た
。

　

わ
か
り
や
す
く
言
え
ば
、
慣
れ
た
仕
事
で
も

侮
ら
な
い
こ
と
、
ケ
ガ
を
し
な
い
こ
と
、
事
件
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
、
昨
今
で
は
コ
ロ
ナ

に
罹
患
し
な
い
こ
と
も
安
全
の
範
疇
で
し
ょ
う
。

ま
た
シ
ニ
ア
と
し
て
は
転
ば
な
い
こ
と
も
大
切

で
す
ね
。
す
べ
て
に
悪
く
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

自
分
を
ふ
り
か
え
れ
ば
コ
ロ
ナ
が
二
○
二
○

年
二
月
に
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
プ
リ
ン
セ
ス
号
で
発

生
し
、
そ
の
四
月
に
は
も
う
日
本
中
の
小
学
校

も
休
み
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
時
に
学
童
の
補

助
員
と
し
て
勤
務
し
、
公
園
で
子
供
二
人
を
相

手
に
変
形
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
て
、
バ
ッ

ク
で
小
走
り
を
し
た
際
、
デ
コ
ボ
コ
の
地
面
に

足
を
取
ら
れ
て
転
ん
だ
の
で
す
。
結
果
、
一
瞬

の
注
意
欠
如
で
、
左
手
首
骨
折
、
腰
椎
圧
迫
骨

折
と
い
う
三
ヶ
月
の
大
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
ど
こ
に
危
険
が
潜
ん
で
い
る
か
は
想
像

も
つ
か
な
い
と
い
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
体
験

し
た
次
第
で
す
。

安
全
就
業
だ
よ
り

法　人　　特定非営利活動法人 がくほれんwith酒田様
　　　　　社会福祉法人 さくら福祉会様　　庄内園芸緑化 株式会社様
　　　　　明徴出版 有限会社様　　　　　　株式会社 翔陽会様
　　　　　有限会社 アシスト様　　　　　　株式会社 小松写真印刷様
個　人　　三浦　勝昭様（ケアサポートひばり 有限会社）
　　　　　相蘇　　尚様　　　　 　　　　　田中　章久様（田中生花）

賛助会員賛助会員
のご紹介のご紹介

職　名 氏　名 担当業務
事務局長 髙橋　　純 総括・ 労働者派遣
業務統括専門員 本間　　博 総務全般・ 業務全般
業務係長 五十嵐千恵 業務全般・ 安全就業推進委員
業務主任 栗田　　大 業務全般
主　　事 佐藤　祥崇 業務全般・ 庶務
嘱託職員 鈴木　恵美 総務全般・ 経理全般
嘱託職員 澁谷三重子 業務全般
嘱託職員 石井　清彦 経理事務・ 庶務
嘱託職員 堀　　宏樹 公園緑地管理専門員
臨時職員 岡部　　修 業務全般
臨時職員 小松原　茂 業務全般

事務局紹介（令和5年4月1日）

職務分担表（令和5年4月より）
職　　群

担　　当
リーダー 補　　佐

庭木剪定 五十嵐 栗田・岡部

機械刈除草
光ケ丘 小松原 佐藤
光ケ丘以外 栗田 五十嵐・佐藤

手取り除草

市道・
アジサイ園 岡部 佐藤・本間

一般家庭・
寺 小松原 栗田・佐藤

消毒 栗田 佐藤

農作業
一般家庭 佐藤 五十嵐
田中生花 佐藤 小松原・本間

派遣 髙橋 五十嵐・栗田・佐藤
福祉家事 澁谷 その都度
軽度生活援助・除雪 五十嵐 栗田
施設管理 本間・岡部 その都度
駐車場整理 澁谷 その都度
障子・襖 本間 その都度
筆耕 本間 その都度
大工仕事 栗田 その都度
公園緑地等維持管理 堀 佐藤・髙橋・栗田
北部公園ほか清掃等 本間 堀
市のトイレ関係等 栗田 澁谷
一般作業・その他（会場設営等） 五十嵐 澁谷
総合支所管内作業日報回収 岡部 その都度

安
全
就
業
標
語
の
募
集

　
（
公
社
）山
形
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
で
は
、
安
全
就
業
を
テ
ー
マ
に
し
た

「
安
全
標
語
」を
募
集
し
て
い
ま
す
。

・・
題
　
　
材　
高
年
齢
者
の
安
全
就
業
に
関

す
る
も
の
で
未
発
表
の
も
の

・・
締
　
　
切　
令
和
五
年
八
月
十
日
㈭

・・
応
募
要
領　
用
紙
な
ど
に
ご
記
入
い
た
だ

き
、
当
セ
ン
タ
ー
事
務
所
へ
提
出
し
て
下

さ
い
。

・・
入
選
作
品　
最
優
秀
一
編
、
優
秀
二
編
、

佳
作
五
編
程
度
を
選
考
し
、
安
全
就
業
推

進
大
会
で
記
念
品
を
贈
呈
し
表
彰
し
ま
す
。
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自
分
が
シ
ル
バ
ー

に
入
会
し
た
の
は
、

知
人
の
勧
め
も
あ
り

軽
い
気
持
ち
か
ら
で

し
た
。
あ
れ
か
ら
七

年
目
に
入
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
一
期

一
会
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

春
に
は
種
蒔
、
田
植
作
業
。
毎
年
同
じ

依
頼
者
か
ら
の
受
注
に
、
自
分
と
し
て
も

大
変
有
り
難
い
事
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

春
作
業
が
ひ
と
段
落
し
た
ら
機
械
刈
除

草
作
業
と
な
り
、
こ
れ
も
毎
年
増
え
る
傾

向
で
す
。
体
調
考
え
な
が
ら
作
業
現
場
に

応
じ
て
お
声
が
け
さ
せ
て
貰
う
と
駆
け
つ

け
て
く
れ
る
方
々
、
こ
れ
も
シ
ル
バ
ー
を

通
じ
た
仲
間
作
り
の
お
陰
様
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

遠
方
か
ら
実
家
の
機
械
刈
り
除
草
作
業

を
依
頼
し
た
方
に
ご
実
家
の
四
季
折
々
の

変
化
を
ラ
イ
ン
で
送
っ
た
と
こ
ろ
、
両
親

が
植
え
た
で
あ
ろ
う
芝
桜
の
綺
麗
な
花
に

涙
を
し
、
改
め
て
今
は
亡
き
両
親
に
感
謝

し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
シ
ル
バ
ー
で
出
会
い
を
楽

し
み
、
晴
耕
雨
読
の
日
々
を
送
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

入
会
し
て
早
く
も

六
年
を
迎
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。
孫
の
世
話
を
す
る
為
に
埼

玉
で
五
、
六
年
過
ご
し
て
酒
田
に
戻
っ
て

来
ま
し
た
が
、
何
も
し
な
い
自
分
が
も
ど

か
し
く
感
じ
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

を
知
り
、
訪
ね
ま
し
た
。

　

食
に
関
す
る
仕
事
が
好
き
だ
っ
た
の
で

厨
房
で
働
く
事
を
希
望
し
ま
し
た
。

　

丁
度
、
高
齢
者
施
設
で
食
事
準
備
や
提

供
の
仕
事
が
あ
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま

す
。
ど
ん
な
職
場
で
も
数
人
で
働
い
て
い

ま
す
の
で
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
と
て
も
大
切

で
あ
り
、
そ
の
場
の
連
携
が
重
要
で
あ
る

事
に
気
付
か
さ
れ
る
毎
日
で
す
。

　

今
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員
を
し
な
が

ら
週
四
回
ぐ
ら
い
の
仕
事
と
両
立
が
出
来
、

ま
た
楽
し
く
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
毎

日
を
過
ご
せ
る
事
に
本
当
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

中
北
目後

藤　

芳
廣

日
の
出
町

齋
藤　

照
子

日
々
の

生
活
の
中
で

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ

令 和 4 ･ 5 年 度 事 故 報 告

労災事故
発生日時 発生状況 原因と対策
令和５年
３月11日
69歳男性

介護施設利用者の送迎中、助手席に乗っていた利用者を降ろ
そうとドアを開けシートベルトを外し、降りるように促した
が拒まれた。先に後部のスライドドアを閉めようと、助手席
のドアが閉まる部分に左手をかけた状態で右手でスライドド
アを閉めようとした時、助手席のドアが閉まり左手が挟まれ、
中指を骨折した。

・・介助者は自分が降車して体勢を整えてから
降車介助に移る。

・・認知症の方という認識をもち、どのように
行動されても対応できるように危険予知を
する。

令和4年8月
～

令和5年2月
介護施設で就業中、新型コロナウイルスに感染（クラスター関連）11件

傷害事故
発生日時 発生状況 原因と対策
令和５年
６月13日
72歳男性

バリカンで生垣の刈込中、蜂に刺されアナフィ
ラキシーショックをおこし救急搬送される。

・・作業前に蜂が飛んでいないか、現場の状況を確認する。
・・蜂がいたら近寄らない、巣の近くでは作業しない。
・・蜂スプレー、ポイズンリムーバーを常備する。
・・体調に異変を感じたらすぐに救急車を要請する。

損害事故
発生日時 発生状況 原因と対策
令和５年
５月１日
69歳男性

飯森山公園内の草刈り作業中、飛石により
車のリアドアガラスを破損した。

・・手押し式芝刈り機で若干の傾斜部分を刈った際、拾い上げた
石が傾斜に沿って飛び、車のガラスに当たったと思われる。

・・斜面部分は肩掛けの草刈り機を使用する。
・・車は作業用具を降ろしたら、決めた位置に移動する。
・・人がいる場合は作業を中止し、別の場所に移動する。

令和５年
５月19日
73歳男性

寺院地内の草刈り作業中、飛石により駐車
中の乗用車左リアドアガラスを破損した。

・・周囲の状況を確認し、人、車、建物等がある場合は必ず養生
する。

・・お客様のご意向により、今後は手取り除草で対応する。

（令和五年二月八日現在）
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今
年
の
野
草
は
、
例
年
に
比
べ
二
週
間

ほ
ど
早
く
咲
い
て
い
る
感
じ
で
し
た
。

　

五
年
前
に
残
雪
の
湯
の
台
車
道
終
点
付

近
で
撮
っ
た
「
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
」
の
写

真
が
六
月
二
十
四
日
、
飛
島
荒
崎
海
岸
で

撮
っ
た
「
ト
ビ
シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
」
の
写
真

が
そ
の
二
日
後
の
六
月
二
十
六
日
で
す
。

　

後
者
の
写
真
は
、
ま
さ
に
百
花
繚
乱
。

最
盛
期
を
迎
え
て
い
る
様
が
写
っ
て
い
ま

す
。

　

今
号
の
特
集
の
た
め
渡
っ
た
六
月
十
日

　

昔
の
荷
物
の
運
搬
は
、
馬
な
ど
に
荷
物

を
背
負
わ
せ
た
り
、
曳
か
せ
た
り
。
多
く

は
、
人
が
背
負
っ
て
長
い
道
の
り
を
歩
い

て
運
ん
だ
の
で
し
ょ
う
。
辛
い
姿
が
容
易

に
想
像
で
き
ま
せ
ん
か
。

　

明
治
時
代
、
誰
で
も
自
由
に
座
っ
て
休

め
る
よ
う
に
、
庄
内
一
円
の
主
要
道
沿
い

に
、
千
個
近
く
の
「
休
み
石
」
を
置
い
た

酒
田
の
豪
商
が
お
り
ま
し
た
。
旧
浜
田
の

富
商
秋
野
平
次
郎
と
い
う
方
で
す
。

　
「
休
み
石
」
は
、
市
立
資
料
館
横
と
若

葉
旅
館
前
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど

う
ぞ
足
を
運
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

（
三
丁
目
）

①ローソク岩（明神の社前）
②ヂヂ石、ババ石（少し離れ気味）
③高森神社と社叢
④ムベ（アケビの仲間。葉が７、５、３で付くこと

から別名常磐アケビともいう。）
⑤今年のトビシマカンゾウ生育状況
⑥2018.6.24 湯の台車道終点に咲くニッコウキスゲ
⑦2018.6.26 荒崎海岸に咲き誇るトビシマカンゾウ

の
と
き
は
、
大
分
終
わ
り
か
け
の
「
ト
ビ

シ
マ
カ
ン
ゾ
ウ
」
で
し
た
。
た
ま
た
ま
、

今
年
だ
け
の
現
象
な
の
か
。
そ
れ
と
も
温

暖
化
が
も
の
す
ご
い
速
さ
で
す
す
ん
で
い

る
の
か
。

　

昔
か
ら
寄
り
添
う
よ
う
に
あ
る
大
き
な

石
は
、「
ヂ
ヂ
石
」「
バ
バ
石
」
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
ず
っ
と
仲
良
く
近
く
に
あ
り

ま
し
た
。
何
年
か
ぶ
り
に
見
た
石
は
、
十

メ
ー
ト
ル
以
上
も
離
れ
て
い
ま
し
た
。
何

ト
ン
も
あ
る
巨
大
な
石
が
動
く
大
波
が
来

た
証
で
す
。
自
然
の
脅
威
を
感
じ
ま
す
。

（
本
間　
　

博
） I
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I　
編
集
後
記

池田五百亀さん（79歳）　５年４月
齋藤ひとみさん（69歳）　５年６月

謹んでご冥福をお祈り申し上げます訃 

報

「
休
み
石
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

ま
る
っ
と
飛
島

①

②

③ ④

⑤

⑦

⑥
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